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言葉と絵で思いを表現

東京女子医科大病院の中に
あるわかまつ学級。その大き
な窓から見える景色は、晴れ
の日も雨の日も美しく、浮か
んだ思いを表現したくなりま
す。国語の教科書にある「言
葉のたからばこ」を参考にし
て言葉を工夫したり、図工の
教科書を参考にして画材を工
夫したり。
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７月の予定

詩ごころと絵ごころが刺激
され、古里を思う詩を書きま
した。パステルや絵の具を
使って、海や風も表します。
表現に没頭する時間は、至福
の時です。センス溢れる作品
に感嘆です。

国語「こまを楽しむ」
国語の音読は、オンラインでも

「まる読み」をすることができます。
少々のタイムラグがあっても、互い
の様子を見ながら、自分の番を意識
して読みます。説明文の読み取りは、
先生の資料を共有しながらワーク
シートで学習しました。

本文に登場するこまを借りて、病室でも回してみました。
「本当に色が変わる。」「すぐに逆立ちした！」と、きらき
らした驚きの声が。体験は、学びの喜びそのものです。



オンラインでも、工夫して楽しく学習

時期によっては、オンライン学習が続くこともあります。
学習できるのは嬉しいことですが、機械や電波には、トラ
ブルもあります。
プレゼンテーションソフトを使って情報を共有しますが、

多用するとフリーズすることも。声だけで活動を理解し、
再起動している間は自分で活動します。
音声の聞き取りにくさがある時は、臨機応変、ノートに

書いて見せることでカバー。こうしよう、と考えて意見を
出し合って解決します。近くで見守る保護者の方も助けて
くれます。伝わった時の嬉しさは格別です。

場所が離れていても

東京都の小学校に、世界陸上開催を記念した
バトンが届けられました。余丁町小学校では、
昇降口に飾ってあります。 この日は、バトン
が出張して病院へ。ベッドサイドに置いてみる
と、「きれい。」と、思わず声が漏れました。
わかまつ学級の掲示板にも展示しています。

集中のためには切り替えも重
要です。ちょっと一息、という
ときには、「山手線ゲーム」
「ジェスチャーゲーム」など、
頭を働かせる楽しいゲームでリ
フレッシュ。「この中で、どれ
を食べているでしょう。」と、
食べる様子をジェスチャーで表
して、当て合いました。

バトンは人と人をつなぐもの。少しだけ
離れた場所にあるわかまつ学級ですが、思
いはつながっています。


